
千葉大学・教育学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２５０１

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

幼児期のメンタル・タイムトラベルの発達：反事実的思考と未来思考

Mental time travel in early childhood: Counterfactual thinking and future 
thinking

７０４５４３０３研究者番号：

中道　圭人（Nakamichi, Keito）

研究期間：

１９Ｋ０３２２３

年 月 日現在  ５   ５ １９

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：　「今，ここ」の現実を超えた，過去や未来に関する思考は「メンタル・タイムトラ
ベル」と呼ばれ，ヒトの特徴的な思考の1つと考えられている。本研究では，特に“過去志向なメンタル・タイ
ムトラベル”である「反事実的思考（過去の出来事に基づいて，起こっていたかもしれない別の可能性を考え
る）」に焦点を当て，幼児期の反事実的思考の発達を検討した。また，COVID-19の拡大（2019年12月～）に対応
し，メンタル・タイムトラベルの認知的基盤である「実行機能（自分の思考や行動を制御する能力）に焦点を当
てた研究を行った。

研究成果の概要（英文）：    Thinking about the past and future beyond the "here and now" is called "
mental time travel." This thinking is considered to be one of the characteristic human thoughts. In 
this study, we focused on "counterfactual thinking," which is "past-oriented mental time travel," 
and examined the development of this thinking in early childhood. In addition, in response to the 
spread of COVID-19 (December 2019-), we focused on executive function (the ability to control one's 
thoughts and actions), which is the cognitive basis of mental time travel.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 幼児　反事実的思考　推論　実行機能　認知発達　縦断研究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の主要な研究の1つでは，幼児期における反事実的思考が「他者に感謝する感情の理解」に関連するこ
とを示した。また，別の研究では，幼稚園時点での実行機能は小学1年時点の学業達成の約40%を説明すると共
に，小学6年時点の学業達成に間接的に影響することを示した。これらの本研究の結果は，日本の幼児の心理発
達に関する新たな研究知見を提供すると共に，「幼児期の発達の重要性」を示す新しい証拠を提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトは，過去に起こった出来事を振り返り，まだ見ぬ未来に想いをはせる。このような「今，
ここ」の現実を超えた，過去や未来に関する思考は「メ
ンタル・タイムトラベル」と呼ばれ，ヒトの特徴的な思
考の 1 つと考えられている（Suddendorf, 2013）。実際，
メンタル・タイムトラベルは日常生活でよく見られ，例
えば（Figure 1），風邪で寝込んだ時に「昨日，うがいを
していれば…」と過去の行動を振り返ったり，「今度の
夏は海に行こう…」と未来の行動を考えたりする。この
ような「今，ここ」を超えたメンタル・タイムトラベル
は，“過去の出来事や行動の結果から学習し，将来のネ
ガティブな結果の回避を可能にする”（Byrne, 2016），“将
来の望ましい結果につながる行動を導き，その行動を前
体験できる”（Baumeister et al., 2016）という，ヒトにと
って適応的な意味を持つ。 
 これまでの国内の発達心理学研究では，このメンタル・タイムトラベルの能力がどのように発
達するのか，そして，その発達にどのような要因が関わるのかは明らかとなっていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では，特に“過去志向なメンタル・タイムトラベル”である「反事実的思考（過去の出来
事に基づいて，起こっていたかもしれない別の可能性を考える）」に焦点を当て，幼児期の反事
実的思考の発達を検討した。また，コロナ感染症の拡大（2019 年 12 月～）に対応し，メンタル・
タイムトラベルの認知的基盤である「実行機能（自分の思考や行動を制御する能力）に焦点を当
てた研究を行った。本報告書では，主要な 2 つの研究について記載する： 

研究 1： 目的  幼児期における反事実的思考と感謝理解の関連を検討する。 

研究 2： 目的  幼児期の実行機能が，就学後の学業達成に及ぼす影響を検討する。 
 
 
３．研究の方法 

（1）研究 1： 方法  
①参加児 
 年中児 16 名（M = 62.38 か月），年長児 16 名（M = 73.50 か月）の計 32 名。 
②手続き・課題 
 すべての参加児が園内の静かな部屋で，反事実課題 3 問と感謝理解課題 4 問を個別に実施さ
れた（時間=20 分程度）。両課題の提示順は参加児間でカウンターバランスされ，課題内での問
題の提示順はランダムにされた。 
 反事実課題： 中道（2014）で使用された 3 つの物語（風吹き物語，ボール物語，塗り絵物語）
を用いた。いずれの物語も「初期状態⇒原因事象⇒結果状態」という共通の構造を持っていた
（例: 少年が庭で絵を描く⇒強い風が吹く⇒絵が樹上に飛ぶ）。課題では，参加児に紙芝居形式
で物語を読み聞かせた後，まず Now 統制質問（物語の最後の状況に関する質問），Before 統制質
問（物語の最初の状況に関する質問）をランダムな順で尋ねた。その後，反事実質問（もし原因
事象が異なっていたら，結果状態はどのようになっているか?）を尋ねた。 
 感謝理解課題： Nelson et al.（2013）を参考に 4 つの物語を作成した。4 つの物語は「A. 主
人公に援助が必要な場面⇒B. 援助者が主人公を助ける場面⇒C. その後，援助者が困る場面」と
いう共通の構造を持っていた（例: 主人公は絵を描こうとするが，クレヨンが無い⇒友達が主人
公にクレヨンを貸す⇒次の日，友達はスコップが無くて困る）。課題では，参加児に紙芝居形式
で物語を読み聞かせながら，4 つの質問を尋ねた。具体的に，主人公が援助者から助けられた場
面（上記の B）の後，「主人公はどのような気持ちか」（Q1: 直後の感情）を“すごく嬉しい～す
ごく嫌”の 4 段階で，「援助者をどれくらい好きか」（Q2: 好意度）を“すごく好き～すごく嫌い”
の 4 段階で尋ねた。続いて，援助者が困っている場面（上記の C）の後，「援助者が困っている
のを見た際の主人公の感情」（Q3: 困り後の感情）を 4 段階で，「援助者を助けるか」（Q4: 返報
有無）を“助ける・助けない”の 2 件法で尋ねた。 
③得点化 
 反事実課題では，2 つの統制質問に正答し，反事実質問に正答した場合に 1 点を与え，3 問の
合計（反事実得点）を算出した。感謝理解課題では，まず「Q1: 直後の感情」「Q2: 好意度」「Q3: 
困り後の感情」それぞれに関して，4 つの物語の平均点を算出した。また，各物語での質問への

Figure 1 メンタル・タイムトラベルの概略 



反応が「援助後に主人公にポジティブ感情が生じ，援助者に好意を抱く（Q1・2 が 3 点以上）。
援助者の困り状態を認識した後，主人公にはネガティブ感情が生じ（Q3 が 2 点以下），返報行為
を行う」に当てはまる場合に 1 点を与え，4 問の合計（高度な感謝理解得点）を算出した。 
 
（2）研究 2： 方法  
①参加児 
 幼稚園年長および小学 1･3･6 年次の全時点でデータ欠如のない 46 名（男 24，女 22）が分析対
象となった。幼稚園時点での平均月齢は 77.88 か月（SD = 3.29）であった。 
②手続き・測度 
 幼稚園時点では個別面接で，小学校時点では集団で以下の測度を実施した。 
 Cool-EF 測度（幼稚園時点）： 白黒課題，晴れ-雨課題，Simon-Says 課題，数字逆唱課題を行
った。白黒課題では色カード（白･黒）を，晴れ-雨課題では天気カード（晴れ･雨）を PC 画面上
に順に提示し，カードとは逆の色･天気（例: 白カードに“黒”）をできる限り早く，口頭で同定す
るよう求めた（指標 = 正しく同定した枚数）。Simon -Says 課題では，“Simon Says”と言った後に
指示した動作（例: 鼻に触って）を行い，“Simon Says”と言わなかった場合（not 試行）は指示し
た動作を行わないよう求めた（指標 = not 試行の達成数）。数字逆唱課題では，実験者が読み上
げた数列を，逆順で言うよう求めた（指標 = 正答数）。 
 Hot-EF 測度（幼稚園時点）： 誘惑抵抗課題，子ども用ギャンブリング課題（CGT: Children’s 
Gambling Task）を行った。誘惑抵抗課題では，実験者は参加児の前の机上に魅力的な玩具を置い
た後，玩具に触らないよう指示して部屋から退室し，参加児を 5 分間一人にした（指標 = 玩具
に触らずにいた秒数）。CGT では，4 つのカードデッキから順次 1 枚ずつカードを引き，手持ち
のｵﾊｼﾞｷをできる限り多くするよう参加児に求めた（全 40 試行）。各カードにはｵﾊｼﾞｷの利損が絵
で記載された。4 つのデッキの内，2 つは各カードのｵﾊｼﾞｷ獲得数は少ないが，損失数も少なく
（例: ｵﾊｼﾞｷ 1 個獲得，ｵﾊｼﾞｷ 1 個損失），最終的に獲得数が多くなるデッキ（利益デッキ）で，
残り 2 つは各カードのｵﾊｼﾞｷの獲得数は多いが，損失数も多く（例: ｵﾊｼﾞｷ 2 個獲得，ｵﾊｼﾞｷ 13 個
損失），最終的に損失数が多くなるデッキ（ﾊｲﾘｽｸ･ﾊｲﾘﾀｰﾝ ﾃﾞｯｷ）であった。CGT では 21-40 回の
試行で，適切に利益デッキを選択した割合【 （利益デッキ選択数 – ﾊｲﾘｽｸ･ﾊｲﾘﾀｰﾝ ﾃﾞｯｷ選択数） 
/ 20 】を分析に用いた（範囲 = -1~1）。 
 学業達成測度（小学 1･3･6 年時点）： 各学年の第三学期に，教研式 CRT-Ⅱ（図書文化社）の
国語･算数のテストを集団で実施し，学業達成度を測定した（指標 = 国語・算数の合計）。 
 
 
４．研究成果 

（1）研究 1： 結果・考察  
 学年による反事実思考の違いを検討するため，反事実得点を用いて t 検定を行ったところ，年
中児（M = 1.75, SD = 1.06）と年長児（M = 2.00, SD = 0.89）の得点に違いはなかった（t (30) = 0.72, 
ns）。 
 次に，感謝理解課題での Q1-Q3 の得点と高度な感謝理解得点（Table 1）の学年による違いを
検討するため，t 検定を行った。その結果，
「Q3: 援助者の困り後の主人公の感情」で
有意な違いが見られ（t (30) = 2.44, p = .02, d 
= 0.89），年中児より年長児の得点が低かっ
た。Q1・Q2 の平均得点と高度な感謝理解得
点では有意な違いは見られなかった。また，
「Q4: 返報有無」では，すべての参加児が
「助ける」と回答した。 
 さらに，反事実課題と感謝理解課題の遂
行の関連を検討するため，Pearson の相関係
数と偏相関係数（制御変数=学年，月齢）を
算出した（Table 2）。その結果，反事実課題
の遂行と「Q1: 被援助直後の主人公の感情」
および高度な感謝理解得点に有意な正の相
関が見られた。また，学年・月齢を統制した
場合でも，その有意性は保持されていた。 
 反事実的思考は「被援助直後の主人公の感
情」や高度な感謝理解と関連した。これらの
結果は，“もし援助者が助けてくれなかった
ら...”という反事実を考えられることが，援助
に対するポジティブ感情をもたらし，それが
高度な感謝理解へと繋がっていく可能性を
示した。 
 

Q1:
直後の感情

Q2:
好意度

Q3: 困り後
の感情

高度な
感謝理解

3.06 3.78 3.42 0.50

(0.78) (0.38) (0.55) (0.63)

3.08 3.78 2.92 0.69

(0.80) (0.33) (0.60) (0.70)

3.07 3.78 3.17 0.59

(0.78) (0.35) (0.62) (0.67)

Table 1　感謝理解課題の得点（括弧内はSD）

年中児
(n  = 16)

年長児
(n  = 16)

全体
(N  = 32)

.57 ** -.11 -.04 .47 **

( .43 *) ( -.01 ) ( .22 ) ( .37 *)

* p  < .05 ** p  < .01

Table 2　反事実課題と感謝理解課題の関連
（括弧内は学年・月齢を制御変数とした偏相関）

Q1:
直後の
感情

Q2:
好意度

Q3:
困り後の
感情

高度な
感謝
理解

反事実
課題



 
（2）研究 2： 結果・考察  
 予備分析において，Cool-EF と Hot-EF の課題間相関はそれぞれ.39 と.34 で，内的妥当性が示
されたため，各課題の得点を標準得点化し，Cool/Hot 毎の合成得点を算出した。 
 本分析として，まず各学年の学業達成を従属変数，月齢・性と Cool/Hot-EF を説明変数とした
重回帰分析をそれぞれ実施した。その結果，幼児期の Cool-EF と Hot-EF は小 1 の学業達成（βs 
= .53, .27: R2 = .39, p < .001），小 3 の学業達成（βs = .32, .31: R2 = .39, p = .026），小 6 の学業達成
（βs = .34, .27: R2 = .20, p = .049）をそれぞれ予測した。 
 次に，小学 6 年次の学業達成を従属変数とした階層的重回帰分析を実施した。その結果（Table 
3），モデル 2 において Cool-EF と Hot-EF はそれぞれ小学 6 年次の学業達成を予測した。しかし，
モデル 3 やモデル 4 では，Cool/Hot-EF ではなく，小 1 や小 3 の学業達成が小学 6 年次の学業達
成を予測した。 
 続いて，Cool/Hot-EFが小学 1年次の学業達成を介して 6年次の学業達成に及ぼす間接効果を，
ブーストラップ法（リサンプリング = 5,000）を用いて算出した。その結果，Cool- EF の間接効
果（β = .44, SE = 0.09, 95%CI = 0.26-0.61）は有意，Hot-EF の間接効果（β = .21, SE = 0.11, 95%CI 
= 0.01-0.43）は有意傾向であった。 
 幼稚園時点での Cool/Hot-EF は，小学 1 年次の学業達成の約 40%を説明した。また，小学 1･3
年次の学業達成を考慮した場合，Cool/ Hot-EF は小学 6 年次の学業達成に直接的ではなく，間接
的に影響していた。本研究の結果は，幼児期の Cool/Hot な EF がスクール･レディネスの一つで
あることを示した。また，本研究の結果は，小学 1 年生といった幼小接続期を支えることが，そ
の後の学齢期にわたる学業的適応を支える可能性を示した。 
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月齢 0.55 1.11 .07 -0.51 1.09 -.07 -0.65 0.67 -.09 -0.70 0.57 -.09

性 6.37 7.23 .13 2.58 6.94 .05 6.95 4.27 .15 6.89 3.64 .14 †

Cool-EF 2.74 1.16 .34 * -1.20 0.85 -.15 -0.75 0.73 -.09

Hot-EF 3.94 2.22 .27 † 0.35 1.42 .02 -0.31 1.22 -.02

1.16 0.14 .91 *** 0.65 0.17 .51 ***

0.53 0.13 .49 ***

R2 .02 .20 * .71 *** .79 ***

ΔR 2 - .18 * .51 *** .08 ***

 † p  < .10, * p  < .05, *** p  < .001

小3･学業達成

Table 3 幼児期のCool/Hot-EFが小学6年時点の学業達成に及ぼす影響

モデル1 モデル2 モデル4

B SE β B SE β

モデル3

B SE β B SE β

小1･学業達成
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